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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 飼料自給率向上対策及び水田農業経営確立対策を背景に、飼料用イネに対して稲作・畜産農家ともに関心が高まってき

ている。そこで、飼料用イネの生産から給与までの省力・低コスト栽培利用技術を確立するため、県内の飼料用イネの栽培・

給与実態を調査した。 

 その結果、収穫・調整作業が容易で品質・嗜好性とも良好なため、農家の稲発酵粗飼料への印象が良かったことから、飼

料用イネの今後の生産・利用の拡大が期待でき た。

（１）  直播・無人ヘリ体系により省力化が図られる。（表１）

（２）  既存の飼料作物用大型機械による収穫・調製作業を容易にするため、早期の落水や作溝により乾田化する。（表１）

（３）  黄熟期に刈り取り１日程度予乾することで、より品質の良い稲発酵粗飼料になる。（表３）

（４）  栄養価において牧草より若干劣るものの、嗜好性は良好であることから、購入粗飼料のかなりの部分を代替できる。（表

４）

２ 期待される効果

（１）  水田の機能を維持しながら飼料自給率を高めることができる。

（２）  購入粗飼料費を削減できる。

（３）  耕畜連携し作業分担することにより、省力・低コストで粗飼料を確保できる。

（４）  堆肥の還元による資源循環型農業の確立が期待できる。

３ 適用範囲

稲栽培可能な県下全域

４ 普及上の留意点

（１）  早期の落水や作溝などによりほ場の乾田化に努める。

（２）  １日程度の予乾を行う、また、収穫ロスを防止するため反転は控える。

（３）  ロールラップサイレージの場合、梱包後は短時間に密封し、排水の良い場所に縦置きで保管する。

（４）  給与する際は馴致期間をおくとともに、水分含量を測定し飼料設計する。

（５）  稲作農家と畜産農家が連携し、地域全体で話し合い団地化して取り組む。
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